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風疹の感染予防対策を目的として、 医薬系学生1，758名名 を対象に、 2008年から2013年までの6 年間、 擢

患歴と予防接種歴のアンケート調査を行い、 風疹抗体価を測定した。その結果、 風疹抗体の平均 陽性率は

9 2.0%であった。厚生労働省を中心に2008年から2012年度までの5 年間、 麻疹排除計画のもとに高校3 年

次に麻疹風疹(MR) ワクチンの 2 回目の接種が施行されたが、 それを反映してか、 2009年を境としてワ

クチン接種率が増加したことが判明した。また全体 の抗体陰性者そのものは少なかったが、 サブ解析では

ワクチン非接種者の男性に抗体陰性者が多い傾向が認められた。この結果は、 社会的に2012年6月以降み

られている風疹流行の傾向と同様であり、 行政の主導による感染予防のさらなる強化が必要と考えられた。

風疹は、 医薬系学生の実習において重要な感染症であり、 また生殖期の青年層において先天性風疹症候

群の発症にも関与することから、 今後も抗体価の推移を慎重に見守る必要があると考えられた。

[はじめに】

近年、 風疹は20�40代を中心に大流行し、 社会

問題となっている。 風疹の感染力は、 麻疹や水痘

に比べると弱いものの、 飛沫感染により、 家族内

感染や施設内感染を起こすことが知られている。

また妊婦が妊娠初期に風疹ウイルスに感染する

と、 胎児にも感染し、 いわゆる先天性風疹症候群

児が出生する可能性がある。そのため、 20代の医

薬系学生の実習の際に際しては、 感染予防に細心

の注意が必要である。

富山大学では、 2003年より医薬系キャンパスの

入学者に対して、 風疹を含む 4種感染症(麻疹 ・

風疹 ・ムンプス・水痘 ) の抗体価をチェックし、

病院実習前の感染予防対策を講じている。

今回は、 この風疹の流行を受けて、 最近 の大学

生の風疹抗体価の動向を調査したので、 若干の考

察をふまえて、 その結果を報告する。

{対象と方法】

富山大学医薬系キャンパスの医学部医学科、 看

護学科、 薬学部薬学科、 創薬科学科に入学した学

生 計1，758名 (男性804名・女性954名) 0 2008年

から2013年の6 年間、 風疹感染症に関する接種歴

のアンケート調査と抗体検査を行った。検査法は

赤血球凝集阻止反応(HI ) 法を用い、 陰 性者の

判定基準は 8倍未満、 弱陽性は8倍とした。

アンケート調査の方法は、 入学時 に提出する書

類一式として保護者に送付し、 母子手帳等による

確認の後、 ワクチン接種歴や，罷患歴を記入するよ

う依頼し、 入学後にアンケート用紙を回収した。
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{結果】

抗体検査受検者数は1.7 58名 、 アンケート回収

は1708名 (9 7.2%) であった。

1 . ワクチン接種率と抗体価判定の推移

アンケート回答による風疹ワクチンの接種率

は、 2008年は2 4.7% だ、ったが、 2009年以降70% 台

から80% 台に上昇した(表1 )。

表1 風しん含有ワクチン接種率推移

また、 ワクチン接種率の上昇と共に、 2008年に

8 5% だった抗体 陽性率は90% 台に上昇し(図1 )、

陰性率が減少に転じた。一方、 明らかな抗体陰性

者は全体で3 .4% と少ないものの、 弱陽 性者は

4.6%であり、 その割合は2011年以降上昇する傾

向がみ られた(図2 )。

2. 男女別に見た抗体価判定

抗 体陰 性 者 は男 性40 名 (5.0%)、 女性20名

(2 .1 %) であり、 男性の陰性率が有意に高かった

(図3 、 x 2 乗 検定 *pく0.01)。

3. ワクチン接種と抗体価の分布

ワクチン接種群(ワクチン接種歴あり) と非接

種群(接種歴なし) で抗体価の分布を比較したと

ころ、 非接種群は接種群に比べて陰性者が多かっ

たが、 有意差は認められなかった(図4)。

4. 男女別に見た抗体価分布

ワクチン接種群において男女間での抗体価の有

意差は認められなかったが(図5 )、 非接種群に

おいては、 陰性者は陽性者に比べて男性が有意に

高かった(図6 、 x 2 乗 検定 *pく0.01)。
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図1 . 風疹抗体価陽性率の年次推移
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図2. 抗体陰性率・弱陽性率の推移
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※後種率が大きく異なるため， 2008年のデータと接種歴不明者のデータは除いた。

図4. ワクチン接種と抗体価の分布

(2009-2013) 
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図5. ワクチン接種群の抗体価分布
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図7. 接種時期と抗体価分布

5. 接種時期別に見た抗体価分布

高校3 年次に接種を行った第4期MRワクチン

接種者とその他の時期の接種者とで抗体価分布を

比較したが(図7 )、 第4期MRワクチン接種者

の明らかな抗体価上昇は認められなかった。

【考察]
風疹は、 発熱、 発疹、 リンパ節腫脹を特徴とす

るウイルス性発疹症である。 症状は不顕性感染か

ら、 重篤な合併症併発まで幅広く、 臨床症状のみ

で風疹と診断することは困難な疾患である。 ま

た、 風疹に感受性のある妊娠20週頃までの妊婦が

風疹ウイルスに感染すると、 出生児が先天性風疹

症候群を発症する可能性がある。 そのため、 男女

ともがワクチンを受けて、 まず風疹の流行を抑制

し、 女性は感染予防に必要な免疫を妊娠前に獲得

しておくことが重要である1)。

わが国の風疹ワクチンは、 表2 のような歴史で
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図6. ワクチン非接種群の抗体価分布

接種を行ってきた2) 3)。 すなわち 1976年の任意接

種に始まり、 女子中学生や乳幼児を中心の予防策

が実施されてきた。 先進国ではMMR (麻疹・お

たふくかぜ、 風疹)混合ワクチンとして使用して

いる国がほとんどであるが、 わが国では、 おたふ

くかぜワクチン株による無菌性髄膜炎の多発によ

り、 1993年に中止となった経緯があり、 2006年に

MR (麻疹・風疹) ワクチンの接種が開始される

までしばらくの聞は単独のワクチンが使用されて

いた。

表2. 風疹 (MR) ワクチンの歴史

1976年:任意接種として導入される。
1977年:女子中学生に対する定期接種
1989年:生後12-72か月児に対し， MMRワクチン(麻疹・ムン

プス・風疹)として定期接種。
1993年:MMR後の無菌性髄膜炎が問題になり、中止。
1995年:生後12-90か月未満の児に風疹ワクチンを接種。

集団接種から個人接種に変更。
2006年:第1期(生後12-24か月未満)と第2期(5轟以上7歳
未満)1こMRワクチンの接種。
2008-2012年:中学校1年生に相当する年齢の者(13歳にな
る年度)と高校3年生に相当する年齢の者に該当する年齢の者
に対し2回目の麻しん・風しんワクチンの定期接種を実施

そのような中、 2007年に麻疹の大流行が青年層

を中心に発生したことは、 まだ多くの国民の記憶

に新しい。 そのため厚生労働省は、 麻疹排除計画

のもとに2008年度�2012 年度の時限措置として、

MRワクチンの 2 回目接種を中学 1 年生(第3期)

および高校3 年生(第4期) を対象に実施した。

その後の厚生労働省及び国立感染症研究所の調

査による、 2008年�2012年度の第l期� 4期各期
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におけるワクチン接種状況では、 1才児対象の第

1期では、 95 % 前後の接種率となっているが、 期

を追う毎に接種率は低下し、 3期、 4期は8 0% 台

に低下していた。

当キャンパスの調査では、 医薬系大学生の第4

期MRワクチンの接種率は全国平均 より低く、 平

均5 2 .8%であった。これは、 医薬系学生はの現役

入学率が高くないことや、 麻疹単独ワクチンのみ

の接種者がいたことなど、 いくつかの要因が推測

される。しかしワクチン接種率そのものは、 2 009

年を境に飛躍的に増加したており、 行政主導によ

る第4期(MR) ワクチン接種勧奨のためと考え

られた。

また風疹抗体価陰性者は、 ワクチン接種歴のな

い者、 特に男性に多いことが明らかになり、 社会

的な流行の傾向と一致した結果となった。さらに

4期MRワクチン接種者と非接種者との聞には、

明らかな抗体価の上昇を認めず、 ワクチンのブー

スター効果にやや疑問の残る結果となった。しか

しこれは、 4期接種が無効とい うよりも、 HI 法

で差が出るほどの抗体上昇を認めなかっただけ、

とも解釈できる。

1977年に始まった風疹ワクチンの定期接種状況

(図8 )、 男女別年齢別予防接種歴別風しん患者報

告数(図9 ) を比較すると、 ワクチンの接種の機

会が少ない世代ほど、 り患報告数が多い傾向にあ

ることから、 やはりワクチン接種は風疹の流行を

抑制 するためには有効と考えられた4 ) 。

[結語}

近年、 風疹などの小児期感染症が、 青年層を中

心に流行している。

これらの感染症は、 医薬系学生の学内実習のみ

ならず、 弱者への感染拡大や生殖活動など、 社会

的にも甚大な被害をもたらしうる。

2 008年度から2 012年度までの5 年間の時限措置

として行われてきたMRワクチンの定期接種が終

了したため、 今後は学生の抗体価の動向を注意深

く見ていく必要があると考えられた。

1977年に始まった嵐捗ワクチンの定期嬢種状況
(2013年4月18現畿の年齢)
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図8 1977年に始まった風疹ワクチンの定期接種状況 文献4 ) より引用
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